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七
夕
飾
り 

�
彩
り
豊
か
な
飾
り
付
け 

　
　
　
　
　
　
（
女
川
保
育
園
） 

　
第
六
十
四
回
新
潟
県
美
術
展
覧

会
（
県
展
・
新
潟
日
報
社
主
催
）

の
写
真
部
門
で
、
量
山
久
弥
さ
ん

（
川
北
小
学
校
教
頭
・
村
上
市
）

が
、
見
事
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
作
品
は
、
四
月
上
旬
に
岩
船
神

社
裏
山
の
椿
の
原
生
林
に
沿
っ
て
、

高
台
へ
上
が
っ
て
行
く
小
径
で
、

伸
び
た
椿
の
枝
が
天
井
と
な
り
ト

ン
ネ
ル
の
よ
う
な
場
所
を
撮
影
し

た
も
の
。
左
手
の
椿
林
を
貫
い
て

夕
刻
の
光
が
横
か
ら
さ
し
、
小
径

に
椿
の
一
本
一
本
の
影
が
縞
模
様

を
描
い
て
い
て
、
子
ど
も
の
頃
は

椿
の
木
が
今
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

こ
の
よ
う
な
光
景
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
感
慨
を
覚

え
な
が
ら
撮
影
し
た
そ
う
で
す
。 

　
量
山
さ
ん
は
「
カ
ラ
ー
で
撮
影

し
ま
し
た
が
、
濃
く
暗
い
緑
ば
か

り
な
の
で
モ
ノ
ク
ロ
に
し
て
み
ま

し
た
。
そ
れ
が
印
象
の
強
い
作
品

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

県 

展 

入
選
お
め
で
と
う 

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す 

【
入
選
作
品
】
題
目
「
春
へ
の
坂
道
」 

　
　
　
量

山

久

弥
さ
ん
（
川
北
小
学
校
教
頭
・
村
上
市
） 

 

※入選作品は、８月下旬まで村民会館で 
　ご覧いただけます。 

　
大
島
集
落
で
は
、
自
治
宝
く
じ

の
助
成
金
を
受
け
て
、
集
落
セ
ン

タ
ー
に
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
整
備
し
た
備
品
は
、
ア
ン
プ
や

ス
ピ
ー
カ
ー
、
Ｃ
Ｄ
カ
セ
ッ
ト
デ

ッ
キ
な
ど
音
響
設
備
十
五
品
目
。

伝
信
男
区
長
は
「
様
々
な
行
事
な

ど
で
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
村
や
他
集
落
の
行
事

な
ど
で
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

宝
く
じ
助
成
で 

　
　
　
備
品
整
備 

整備された音響設備一式 

　
上
関
集
落
で
組
織
し
て
い
る
上

関
資
源
保
全
隊（
石
山
昭
平
代
表
）

が
、
六
本
杉
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

脇
に
「
ホ
タ
ル
遊
歩
道
」
を
整
備

し
、
地
元
の
ほ
か
、
村
内
外
か
ら

大
勢
の
方
が
観
賞
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

脇
に
、
ホ
タ
ル
が
多
く
乱
舞
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
保
全
隊
が
大
勢

の
人
か
ら
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
し
て
も

ら
お
う
と
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
事
業
の
一
環
で
整
備
し
た
も
の
。 

　
遊
歩
道
は
、
七
月
一
日
に
保
全

隊
の
メ
ン
バ
ー
が
整
備
し
、
歩
き

や
す
い
よ
う
に
砂
利
を
敷
き
、
安

全
の
た
め
支
柱
と
ロ
ー
プ
、
常
夜

灯
を
設
置
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
も
置

か
れ
て
い
て
、
と
て
も
優
雅
な
空

間
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
石
山
昭
平
代
表
は
「
大
人
も
懐

か
し
さ
を
感
じ
て
大
変
喜
ん
で
い

ま
す
。
六
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
見
ら

れ
る
の
で
、
来
年
ぜ
ひ
来
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

六本杉集落開発センター脇の「ホタル遊歩道」 

ホタルを間近で観賞 
上関資源保全隊が 
　　　　　遊歩道整備 

大
島
集
落 



地域を知ろう 地域を知ろう 

11 広報せきかわ　2009・８月号 

 

 

　
日
本
の
国
は
「
木
」
の
国
で
、

国
土
の
七
割
が
森
林
で
す
。
例
え

ば
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は

国
土
の
一
割
に
も
達
し
て
い
な
く
、

ス
イ
ス
で
も
国
土
の
四
分
の
一
と

の
こ
と
で
す
。
関
川
村
で
は
約
七

五
％
が
林
野
で
、
緑
豊
か
な
大
自

然
に
恵
ま
れ
、
森
の
中
の
暮
ら
し

で
し
た
。 

　
昔
か
ら
日
本
人
は
、
木
の
家
に

住
み
、
木
の
道
具
を
使
っ
て
生
活

し
ま
し
た
。
難
し
い
地
球
温
暖
化

論
を
言
い
出
し
た
人
は
、
一
九
八

八
年
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ハ
ン
セ
ン

と
い
う
人
だ
そ
う
で
す
。（「
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
文
明
の
関
係
」
池
田
清

彦
氏
よ
り
） 

　
関
川
村
で
は
い
ち
早
く
平
成
十

五
年
二
月
、
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
が
発
行
さ
れ
、

温
暖
化
防
止
の
認
識
を
深
め
る
努

力
が
な
さ
れ
て
い
て
、
「
エ
コ
」

の
村
で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
文

明
社
会
の
生
活
に
慣
れ
た
私
ど
も

の
生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
運
動
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、

芽
生
え
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

　
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
政
治
的
に
み
た
場
合
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
中
期
目
標
は

二
〇
〇
五
年
比
で
一
五
％
減
と
す

る
発
表
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都

議
定
書
で
日
本
は
、
一
九
九
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
六
％
削

減
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
た

の
で
す
が
、
現
状
で
は
逆
に
八
％

ほ
ど
増
加
し
て
い
て
、
目
標
達
成

は
極
め
て
困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
森
林
を
再
生
さ
せ
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
分
を
増
や
す
こ
と
も

取
り
組
み
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の

積
極
的
な
報
道
が
目
に
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
資
料
が
少
し
古
く
な
り
ま
す
が
、

エ
コ
に
取
り
組
む
関
川
村
の
平
成

十
五
年
の
デ
ー
タ
で
、
一
世
帯
あ

た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
の

内
訳
と
全
国
平
均
と
の
比
較
で
は
、

使
用
熱
量
（
電
力
・
灯
油
・
Ｌ
Ｐ

Ｇ
）
が
全
国
平
均
の
二
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
関
川

村
が
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
電
力
や

灯
油
の
消
費
が
多
い
こ
と
か
ら
一

概
の
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
参
考

ま
で
に
…
。 

　
先
般
、
何
万
冊
も
あ
る
新
潟
市

内
の
有
名
な
書
店
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
地
球
温
暖
化
問
題
の
参
考
書

は
数
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
面

白
そ
う
な
一
冊
を
買
い
ま
し
た
。

今
、
人
気
上
昇
中
の
漫
談
家
・
綾

小
路
き
み
ま
ろ
さ
ん
の
一
冊
で
す
。

そ
の
中
で
「
ま
ず
は
奥
様
の
燃
費

を
改
善
し
ま
し
ょ
う
」
「
地
球
は

今
大
変
な
の
で
す
。
ご
主
人
の
家

庭
は
氷
河
期
化
。
六
月
か
ら
世
の

お
父
さ
ん
は
ク
ー
ル
ビ
ス
。
奥
様

の
燃
費
は
三
十
分
料
理
し
て
三
時

間
食
事
、
三
十
分
歩
い
た
か
と
思

え
ば
三
時
間
テ
レ
ビ
（
一
部
抜
粋
）」 

　
何
か
と
こ
れ
か
ら
省
エ
ネ
時
代

で
す
が
、
経
費
節
減
が
求
め
ら
れ

る
家
庭
省
エ
ネ
は
、
奥
様
が
実
権

を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

森
林
の
変
化
Ⅱ 

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う 

　
　
　
　

地
球
温
暖
化

⑥
」 

平
　
田
　
時
　
夫
（
滝
原
） 

　
安
角
小
学
校
で
は
、
「
七
ケ
谷

自
慢
」
と
し
て
、
七
ケ
谷
地
域
の

魅
力
を
学
ぼ
う
と
、
毎
年
体
験
学

習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
六
月
八
日
は
、
春
の
山
菜
を
学

ぼ
う
と
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で

の
五
人
が
、
加
藤
輝
子
さ
ん
（
鮖

谷
）
の
畑
で
ワ
ラ
ビ
採
り
。
ま
た
、

祖
母
の
皆
さ
ん
と
笹
団
子
を
作
ろ

う
と
ヨ
モ
ギ
の
葉
も
摘
み
ま
し
た
。

五
十
嵐
大
夢
さ
ん
（
四
年
・
上
川

口
）
は
「
ワ
ラ
ビ
採
り
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

た
く
さ
ん
採
れ
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
は
、
果

樹
栽
培
の
よ
う
す
を
学
ぼ
う
と
全

校
児
童
で
佐
藤
善
一
さ
ん
（
蔵
田

島
）
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
畑
で
サ
ク
ラ

ン
ボ
狩
り
を
体
験
。
も
ぎ
立
て
の

果
実
を
味
わ
い
な
が
ら
、
大
満
足

の
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。 

�
６
／
25 
　
佐
藤
善
一
さ
ん
の
サ
ク 

　
ラ
ン
ボ
畑
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り 

▲
６
／
８
　
加
藤
輝
子
さ
ん
の
畑
で 

　
ワ
ラ
ビ
取
り 

地域を知ろう 
安角小学校の 

　おいしい楽しい 

　　　　　体験学習 




